
介護のホスピタリティとは？
介護職の本質的な魅力とは？

　「
在
宅
ひ
と
り
死
」

　
家
で
一
人
で
死
ん
で
「
孤
独
死
」
と
は
言
わ
れ
た

く
な
い
！
　

　
す
っ
き
り
さ
っ
ぱ
り
良
く
も
悪
く
も
な
く
「
在
宅

ひ
と
り
死
」
と
呼
ぼ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

　「
家
に
い
た
い
」
は
年
寄
り
の
悲
願

　「
家
に
い
た
い
」
と
い
う
の
は
、
必
ず
し
も
「
家
族

と
一
緒
に
い
た
い
」
と
同
じ
で
は
な
い
。
家
族
に
迷

惑
を
か
け
る
か
ら
と
、
施
設
に
入
っ
て
い
る
人
も…

　「
在
宅
ひ
と
り
死
の
条
件
は
？
」

　
専
門
職
に
尋
ね
る
と
、
以
前
は
「
同
居
家
族
が
い

な
い
と
無
理
」
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
最
近
は
、「
外

野
の
ノ
イ
ズ
が
少
な
い
こ
と
」「
関
係
者
が
少
な
く
、

ご
本
人
の
意
志
が
は
っ
き
り
し
て
い
れ
ば
可
能
」
と

変
貌
。

　
あ
る
訪
問
看
護
師
さ
ん
は
、「
自
己
解
放
で
き
る

こ
と
、
つ
ま
り
他
人
に
自
分
を
ゆ
だ
ね
る
力
が
必

要
。」
と
も
。

　「
老
後
は
ひ
と
り
暮
ら
し
が
幸
せ
」

辻
川
覚
志
著
（
水
曜
社
）
よ
り

老
後
の
満
足
の
た
め
の
三
条
件

①
生
活
環
境
を
変
え
な
い
（
慣
れ
親
し
ん
だ
土
地

を
離
れ
な
い
）

②
真
に
信
頼
の
お
け
る
友
を
持
つ
（
た
く
さ
ん
は

い
ら
な
い
）

③
家
族
に
気
を
遣
わ
ず
に
す
む
自
由
な
暮
ら
し

　「
満
足
の
い
く
老
後
の
暮
ら
し
を
追
い
か
け
た
ら
、

な
ん
と
独
居
に
行
き
着
い
た
の
で
す
」

　
上
野
先
生
も
こ
の
言
葉
を
著
書
に
書
き
た
か
っ
た

そ
う
で
す
が
、
負
け
犬
の
遠
吠
え
に
な
る
の
で
書
か

な
か
っ
た
そ
う
で
す
！

　「
在
宅
ひ
と
り
死
の
３
条
件
」

①
自
己
決
定

②（
自
己
決
定
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
が
で
き
る
）

　
司
令
塔

③
多
職
種
連
携
の
シ
ス
テ
ム

自
己
決
定
で
き
な
く
な
っ

た
ら…

成
年
後
見
の
利
用
を
。

（
利
害
関
係
の
あ
る
人
を

成
年
後
見
人
に
す
る
の

は
危
険
！
）

社
会
学
者

立
命
館
大
学
特
別
招
聘
教
授

東
京
大
学
名
誉
教
授

上
野 

千
鶴
子 
氏

「
お
ひ
と
り
さ
ま
の
最
期
」

〜
在
宅
ひ
と
り
死

　  （
Ⓒ Chizuko Ueno
）の
ス
ス
メ
〜

第1回

平
成
29
年
４
月
14
日
開
催

　
女
性
学
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
パ
イ
オ
ニ
ア

で
、
近
年
は
高
齢
者
の
介
護
問
題
に
も
か
か
わ

り
、
著
書
「
お
ひ
と
り
さ
ま
の
最
期
」
他
お
ひ

と
り
さ
ま
シ
リ
ー
ズ
で
お
な
じ
み
の
上
野
千
鶴

子
先
生
に
よ
る
講
演
会
、
申
込
を
お
断
り
す
る

ほ
ど
の
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
舌
鋒
鋭
く
強
い
女
性
と
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
な

上
野
先
生
で
し
た
が
、
実
物
の
上
野
先
生
は
、

小
柄
で
ス
タ
ッ
フ
へ
も
細
や
か
に
心
遣
い
く
だ

さ
る
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
女
性
で
し
た
。
会
場
は

何
度
も
笑
い
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
人
生
の
最
期

に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
様
々
な
「
キ
ー
ワ
ー

ド
」
を
ご
提
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
上
半
期
に
開
催
さ
れ
た
２
つ
の

公
開
介
護
教
室（
講
演
会
）を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　「
認
知
症
は
長
生
き
の
勲
章
」

〜
年
取
れ
ば
　
誰
で
も
な
れ
る
　
認
知
症
〜

　
高
齢
者
の
半
数
は
、
亡
く
な
る
ま
で
に
認
知
症
に

な
っ
て
亡
く
な
り
ま
す
。
認
知
症
に
な
っ
て
亡
く
な
る

か
、
認
知
症
に
な
る
前
に
寿
命
が
く
る
か
、
い
つ
か
は

認
知
症
に
な
る
と
考
え
れ
ば
、
認
知
症
は
長
生
き
の

勲
章
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
！

　　「
認
知
症
予
防
と
は
？
」

　
運
動
を
す
る
と
長
寿
遺
伝
子
が
活
性
化
し
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
の
原
因
物
質
が
減
る
、
筋
肉
を
使
う
と

脳
で
神
経
細
胞
が
育
つ
等
々
の
研
究
が
あ
る
が
、
認

知
症
予
防
に
な
る
こ
と
は
、
健
康
に
よ
い
こ
と
↓
寿

命
が
延
び
る
↓
認
知
症
の
有
病
率
は
高
齢
に
な
る
ほ

ど
Ｕ
Ｐ…

と
い
う
こ
と
は…

　
認
知
症
予
防
と
は
、
老
化
の
ス
ピ
ー
ド
を
遅
く
す

る
こ
と
、
先
送
り
を
す
る
こ
と
、
老
後
の
「
長
さ
」

よ
り
も
「
豊
か
さ
」
を
追
求
し
ま
し
ょ
う
。「
死
ぬ

ま
で
働
く
た
め
」
の
介
護
予
防
・
認
知
症
予
防
を
！

　「
脳
活
性
化
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
５
原
則
」

　
認
知
機
能
を
あ
げ
よ
う
と
い
う
目
的
で
は
な
く
、

行
動
心
理
症
状
（
家
族
が
困
る
症
状
）
を
よ
く
し
よ

う
、
生
活
機
能
を
あ
げ
よ
う
、
社
会
参
加
を
増
や
そ

う
、
残
存
機
能
を
活
か
し
て
生
活
を
再
構
築
し
よ
う

と
い
う
考
え
方
に
も
と
づ
き
、
穏
や
か
な
生
活
を
継

続
す
る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
。

①
快
刺
激
↓
そ
の
と
き
そ
の
と
き
を
大
事
に
。
笑
顔

で
楽
し
く
や
っ
て
い
く
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
↓
安
心
を
生
む
。

③
褒
め
合
い
↓
お
互
い
に
や
る
気
が
出
る
。
自
己
効

力
感
（
自
分
で
も
で
き
そ
う
と
思
う
よ
う
に
な

る
）。

④
役
割
を
演
じ
る
↓
生
き
が
い
に
な
り
、
尊
厳
を
守

る
こ
と
に
な
る
。

⑤
失
敗
を
防
ぐ
支
援
↓
気
落
ち
を
し
な
い
よ
う
に
失

敗
を
防
ぐ
サ
ポ
ー
ト
を
。
成
功
体
験
は
や
る
気
に

つ
な
が
る
。

　「H
ave a nice d

ay! 

で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
」

　
認
知
症
の
方
が
興
奮
し
て
い
る
際
な
ど
に
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
を
す
る
と
穏
や
か
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　「H
A
P
P
Y
 B
IR
TH
D
A
Y

」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

乗
せ
て
山
口
先
生
作
詞
の

「H
ave a nice day!

」

H
appy  nice day to you
H
appy  nice day to you
H
appy  nice day der person
H
ave a nice day to you

と
歌
い
な
が
ら
、
会
場
の
み
な

さ
ん
で
お
互
い
背
中
を
た
た

き
あ
い
ま
し
た
。（B

irthd
ay

は
年
に
１
回
し
か
来
な
い
の

で
、N

ice day

に
し
た
そ
う

で
す
）

　
会
場
に
は
と
て
も
ス
テ
キ
な

時
間
が
流
れ
ま
し
た
。

群
馬
大
学・名
誉
教
授

認
知
症
介
護
研
究・研
修
東
京
セ
ン
タ
ー・セ
ン
タ
ー
長

山
口 

晴
保 

氏

「
脳
活
性
化
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
５
原
則
」

〜
認
知
症
と
共
に
笑
顔
で
暮
ら
す
こ
と
を
支
え
る
介
護
を
め
ざ
し
て
〜

第2回

平
成
29
年
6
月
25
日
開
催

　
群
馬
大
学
・
名
誉
教

授
、認
知
症
介
護
研
究
・

研
修
東
京
セ
ン
タ
ー
・
セ

ン
タ
ー
長
で
、認
知
症
介

護
研
究
や
介
護
予
防
、地

域
リ
ハ
連
携
シ
ス
テ
ム
作
り
に
尽
力
さ
れ
て
い

る
山
口
晴
保
先
生
を
お
呼
び
し
て
の
講
演
会
。

　
と
て
も
ダ
ン
デ
ィ
で
、気
さ
く
に
お
話
く
だ
さ

る
山
口
先
生
、ス
タ
ッ
フ
も
あ
っ
と
い
う
間
に

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
山
口
先
生
の
お
話
を
伺
い
、認
知
症
と
い
う

病
気
を
恐
れ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、皆
で
笑
顔

で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
た
い

と
い
う
温
か
い
気
持
ち
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　「臨床美術」を学んだ橋本尚美先生による量感画教室。
橋本先生の言うとおりに、リンゴを種から育てていくよう
に、そして味や重さを感じながら色を重ねて描いていくと…
それぞれに雰囲気の異なるステキなリンゴの量感画ができ
あがり！「久しぶりのアート体験、楽しかった！」「デイサー
ビスで試してみたい」等々大好評の教室でした。

平成29年度下半期　講演会のご案内
～満足を超える～

「感動する介護」 アンガーマネジメント
のすすめ

～自分の感情と上手に向き合おう～

講師
田辺 有理子 氏

講師
馬場 拓也 氏

〈プロフィール〉
横浜市立大学医学部看護学科講師。
北里大学大学院看護学研究科修士課程修了（看護学修士）
看護師として大学病院勤務を経て、2006年より大学教員
として看護教育に携わる。
看護師、保健師、精神保健福祉士、一般社団法人日本ア
ンガーマネジメント協会ファシリテーター。
著書：「イライラとうまく付き合う介護職になるアンガーマネジメント
のすすめ（中央法規）」

〈プロフィール〉
社会福祉法人 愛川舜寿会 常務理事 1976年神奈川県生まれ。
大学卒業後、ファッション業界に進み、「ジョルジオ アル
マーニ ジャパン株式会社」にてトップセールスマンとし
て活躍。磨いたホスピタリティを活かすべく、2010年介
護業界へ転身。
2014年「介護男子スタディーズプロジェクト」設立。写
真家・高木康行氏を起用し、写真×論考の書籍「介護男
子スタディーズ」を出版。
2016年地域との隔たりである特養を囲う壁を崩壊させ、
空間デザインから地域との距離をリデザインの手法から
縮めるプロジェクトを企画、地域の誰もがアクセス可能
な座れる庭「ミノワ・座・ガーデン」完成。一般大学・
他業界においても研修講師を務める。
著書：「～職場改革で実現する～介護業界の人材獲得戦略」(幻冬舎2016)

平成29年

11月12日（日）
平成30年

2月11日（日祝）開催日 開催日13:00
　～ 15:00 10:00

　～ 12:00
当日はセンターまつり＆元気フェアも開催！介護男子フォト＆動画コンテスト作品展示もしています。

介 護 ・ 健 康 教 室 の 一 コ マ

認知症予防教室・美術　「クレヨンでくだものの量感画」

　大分短期大学園芸科　作業療法士・園芸療法士の小石鉄兵
先生による園芸の効果に関する講義とエッグマンづくり。「エッ
グマンって何だろう？」と思いながら申し込まれた皆様でした
が、完成したエッグマンの出来に小石先生もビックリ。かわい
いエッグマンがたくさん並びました。

認知症予防教室・園芸療法　「エッグマンづくり」

②③



合同研修会の様子（大分市）

県外講師を招聘しての研修会（由布市）　

小規模多機能九州ブロック大会参加（熊本市）

パワーリハビリ体験学習（下関市）

福祉人材確保に対する

大分県福祉人材センターの取り組み

複数事業所連携研修事業

　団塊の世代がすべて75歳以上の後期高齢者になる2025年に向け、大分県では地域包括ケアシステムの整
備が進められています。
　こうした中で、福祉・介護の現場では優秀な人材の確保・定着が重要になってきますが、在宅サービス
事業所や小規模事業所等は、効率性の問題等から、優秀な人材の確保・育成が困難な場合が多くあります。
このため、大分県では、複数の事業所が連携し、創意・工夫して合同の研修会等を通じてキャリア開発等
を行い、福祉・介護人材の育成・定着を図る取組に対し支援する複数事業所連携研修事業を実施していま
す。（毎年４月に募集）

大分県福祉人材センターでは、日田市・玖珠郡エリアを担当する日田市福祉人材バンクとともに、福祉
職場の求人・求職紹介、斡旋や各種研修の実施など様々な事業に取り組んでいます。

▶ 参加事業所の主な要件と補助額
⑴　利用者の定員が、施設サービスで概ね50人以下、在宅サービ
スで概ね20人以下の施設・事業所

⑵　運営している施設等の種類・数が単一である法人の施設等
※訪問介護事業所やデイサービスセンター（定員20人以下）　
　が併設されている施設は対象となる。

⑶　上記要件を満たす施設等が５つ以上（１ユニット）連携し研
修事業等を実施する場合に、１ユニット当たり688千円を上限
に補助

　　〈対象経費〉研修会や視察に関連する講師料、旅費、消耗品費、
印刷製本費、通信運搬費、会場借上げ料など

●これまでの実績
　平成21年度に事業を開始し、28年度までの８年間で34ユニット、延
べ389事業所の参加をいただきました。事業終了後も参加事業所の皆さ
んは、同事業で築いたネットワークを生かして県内各地で地域福祉の向
上に活躍されています。

【問い合わせ先】
●大分県福祉保健部地域福祉推進室
　〒870-8501
　大分市大手町３丁目１番１号
　　TEL 097-506-2622
　　FAX 097-506-1732
●大分県福祉人材センター
　〒870-0161
　大分市明野東３丁目４番１号
　　TEL 097-552-7000
　　FAX 097-552-7002

参加者の声
　この事業を活用させていただき、多くの他事業所
の皆様と知り合えました。そこで、お互い難しい利
用者様に対する事例問題にも取り組み、自分の事業
所の業務内容の見直しに役立てることができまし
た。また、自分自身のスキルアップとともに、ス
タッフの意欲も高まり、質の高い介護につながって
いると思います。今後も皆様とのご縁を大切にして
大分県の福祉向上に貢献します。

　2017年８月６日（日）、「2017年夏　福祉のしごと就職フェア」が、大分市明野にある大分県社会福
祉介護研修センターにおいて開催されました。
　就職フェアとは、県内福祉事業所が各ブースに分かれ、働き方や仕事の内容等について、採用担当者
と直接相談ができ、福祉の職場に対する理解を深めることができる合同就職面談会のことです。
　当日は県内の94事業所と、台風の接近に伴う天候不良にも関わらず、来春卒業予定の学生さんや中途
採用希望の方々など230名のご参加をいただきました。友人・知人同士で情報交換を行いながら、各採
用担当者と熱心に話を交わす様子が会場のあちらこちらで見受けられました。

～始めませんか、福祉の人づくり、ネットワークづくり～

OST14代表
（平成28年度）

陽だまりの郷みなはる
相良 円香さん

～事業所間連携イメージ～

コーディネーター
（県福祉人材センター）

事業所 事業所

●人材育成
　・合同研修
　・人事交流　など

事業所
事業所事業所

こんな困難事例、

他事業所はどうして

いるのかなあ？
県外先進施設に視察に行きたいが、一人ではなあ…

8
115

県下
全域

5
57

中部
地域

3
25

東部
地域

3
29

北部
地域

4
50

西部
地域

7
54

南部
地域

4
59

豊肥
地域

ユニット数
事業所数

区　分

福祉のしごと就職フェア

　福祉職を志す方々と県内福祉事業所との合同就職面談会「就職フェア」の開催は、大分市内だけでな
く、今年は10月から12月にかけ、県内4カ所で地域別の就職フェアを開催いたします。生まれ育った地
元で力を発揮したいと考えている方々、地域の逸材に出会いたいとお考えの事業主様、この機会に是
非、地域別就職フェアに参加してみませんか？開催日程は下記のとおりです。
　貴重な出会いを生むきっかけとなる就職フェアへ、多くのご参加お待ちしています。

（※詳細は、大分県社会福祉介護研修センターホームページに随時掲載します）

地域別 福祉のしごと就職フェアのご案内

開催月日

平成29年10月14日（土）
　　　　10月21日（土）
　　　　10月28日（土）
　　　　12月２日（土）

開催地

日　出　町
中　津　市
佐　伯　市
豊後大野市

開催会場

日出町保健福祉センター
中津市教育福祉センター
三余館
豊後大野市総合文化センターエイトピアおおの

対象地域

杵築市・国東市・日出町
中津市・豊後高田市・宇佐市
佐伯市・臼杵市・津久見市
竹田市・豊後大野市
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介護するなかで腰痛を経験していませんか？介護するなかで腰痛を経験していませんか？

福祉用具を使って抱え上げない介護をやってみよう！

　フレキシベルトという支えるところのついたベルトを巻
いて体を引き寄せて、立位を安定させます。
　そして、ターンテーブルを使って、足部はそのままに
方向転換すると、乗り移りが楽にできます。

　昨今の急激な高齢化の進展にともなって、要介護者の増加等、介護ニーズは益々増大する一方、介護従事者の
腰痛経験者は72%以上（2012年（一社）日本ノーリフト協会調査）といわれており、腰痛を発症したことで介護
を断念するケースも多くみられます。
　また、人による力業での移乗介助などにより、患者さんや利用者さんの緊張を高めて、拘縮状態を作ってしまう
ケースもあるそうです。

道具を知って使いこなすことで、介護する側も介護される側も、
楽で安全な乗り移りをしましょう！

立てる時は抱えず支えるだけ

　トランスファーボードという板状の用具を、ベッドと車
椅子の間に敷いて、お尻を滑らせて乗り移りをすると足
腰が弱い方でも安全に乗り移りができます。

立てないけど座れる時は座ったままで移ろう

　体にスリングというシートを敷いて、吊り具に装着す
ると、あとはリモコンを押すだけでリフトが体を抱え上
げるので、乗り移りの介助が楽にできます。
　また、シートが体全体を覆うので、リフトに乗ってい
る人は緊張しにくく、力が抜けるそうです。

座ることも難しい時はリフトを使って移ろう

介護ロボットを使ってみよう！
★ノーリフティングケアで腰痛と拘縮を予防★ 

　被介助者の身体の下に敷いた専用シートごと優しく抱
きかかえ、介助者一人でベッドから車椅子間の乗り移りが
できます。また、シートごと抱き上げることから、体の圧
も分散され、被介助者への負担も軽減します。
　被介助者の顔を見ながら操作ができるため、お互いが
安心して乗り移りできます。

ロボヘルパー・ＳＡＳＵＫＥ

　電動ベッドと車いすを融合させた新発想のロボッ
トです！寝心地・座り心地がよく、離床の機会と時間
が増加して日常生活をサポートできます。
　ベッドと一体化して離床するため、安全性の維持と
安心感をもたらすとともに、介助者一人で負担なく起
き上がることができます。

離床アシストロボット リショーネ

　ロボットが前から身体を抱きかかえてくれることから、ひとに
やさしい自然な立ち上がりをサポートすることができます。
　また、小型でお尻にシート等は敷いていないため、トイレで
の脱衣動作ができ、乗り移りが楽にできます。

移乗サポートロボット Hug

道具の使い方をマスターしよう！

　当センターでは、福祉用具展示場を併設していますので、これら紹介した機器に関して、実際に見
て、触れて、体験することができます。
　また、介護ロボットの研修や福祉用具専門相談員研修、福祉用具プランナー研修、リフトリーダー養成
研修といった、これら紹介した機器の選定や使用方法に関する研修を実施しています。
　興味や必要性を感じている方は、是非当センターの研修もご活用下さい！

福 祉 用 具 情 報

　そこで、腰痛や拘縮を起こさないために、知っていてほしい用具とその使用方法を紹介します！
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•介護保険制度
訪問介護、通所介護（デイ
サービス）など

•各市区町村独自のサービス
　　寝具の乾燥・消毒、配食など

•社会福祉協議会によるボラン
ティア派遣など
•民間会社の家事代行サービス
•ＮＰＯ法人による支え合い事業
•シルバー人材センター

•勤務先が行う介護と仕事の両立
支援
•遠距離介護のための各種民間
サービス
•社会福祉協議会などが運営する
介護者家族の会

公的サービス

民間等の
サービス

介護者を支える
しくみ

表　介護者サポート情報

認
知
症
介
護
実
践
リ
ー
ダ
ー
研
修

介
護
支
援
専
門
員
更
新
研
修（
実
務
未
経
験
者
向
け
）・再
研
修
の
見
直
し

　
情
報
社
会
と
い
わ
れ
る
現
在
で
は
、

様
々
な
情
報
が
飛
び
交
う
な
か
で
も
、

「
認
知
症
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
の
を
よ
く
見
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
、

様
々
な
と
こ
ろ
か
ら
認
知
症
予
防
や
、

認
知
症
治
療
へ
む
け
た
研
究
が
進
ん
で

い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
は
認
知
症
施
策

推
進
総
合
戦
略（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）

を
取
り
ま
と
め
、
認
知
症
の
人
が
住
み

慣
れ
た
地
域
の
良
い
環
境
で
自
分
ら
し

く
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
必
要
と
し
て

い
る
こ
と
に
的
確
に
応
え
て
い
く
こ
と

を
旨
と
し
つ
つ
、
施
策
を
総
合
的
に
推

進
し
て
い
く
こ
と
を
公
表
し
て
い
ま

す
。
こ
の
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
に
は
７

つ
の
柱
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ

に
『
認
知
症
の
容
態
に
応
じ
た
適
時
・

適
切
な
医
療
・
介
護
等
の
提
供
』
が
あ

り
ま
す
。
な
か
で
も
様
々
な
政
策
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、｢

認
知
症
介
護
実

践
者
研
修
等｣

も
質
の
高
い
ケ
ア
を
提

供
す
る
た
め
に
重
要
な
柱
（
研
修
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
分
県
社
会
福
祉
介
護
研
修
セ
ン

タ
ー
で
は
、
大
分
県
か
ら
委
託
を
受
け

「
認
知
症
介
護
研
修
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
に
あ
る
認
知
症

介
護
実
践
リ
ー
ダ
ー
研
修
は
、
今
年
度

か
ら
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
り
、
日
数

は
10
日
間
に
変
更
さ
れ
、（
昨
年
度
は

７
日
間
）対
象
者
の
条
件
も『
ケ
ア
チ
ー

ム
の
リ
ー
ダ
ー
又
は
、
リ
ー
ダ
ー
に
な

る
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
者
』
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。
認
知
症
ケ
ア
に
お
け
る

実
践
リ
ー
ダ
ー
は
、
チ
ー
ム
を
円
滑
に

運
用
す
る
事
を
自
覚
し
、
チ
ー
ム
の
意

味
や
目
的
、
目
標
や
方
針
の
設
定
と
管

理
等
、
チ
ー
ム
構
築
や
活
性
化
を
促
進

す
る
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
た
め
、

指
導
的
立
場
と
し
て
チ
ー
ム
員
の
知

識
・
技
術
・
態
度
を
指
導
す
る
能
力
及

び
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
取
得
す
る
こ

と
が
ね
ら
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
ケ
ア
の
目
的
は
行
動
・
心
理

症
状
（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
の
緩
和
や
食
事
・

入
浴
・
排
泄
へ
の
介
護
に
と
ど
ま
ら

ず
、
認
知
症
の
人
の
能
力
に
応
じ
た
自

立
支
援
に
よ
っ
て
生
活
の
質（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
実
践

リ
ー
ダ
ー
は
認
知
症
の
人
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を

高
め
る
ケ
ア
を
指
導
す
る
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
、｢

自

分
ら
し
く｣

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、『
そ
の

場
限
り
の
ケ
ア
を
し
な
い
』
を
胸
に
、

今
年
も
た
く
さ
ん
の
介
護
現
場
の
職
員

さ
ん
が
認
知
症
介
護
実
践
リ
ー
ダ
ー
研

修
を
受
講
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ

た
「
介
護
支
援
専
門
員
資
質
向
上
事
業

の
実
施
に
つ
い
て
」（
厚
生
労
働
省
老

健
局
通
知
）
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
大
分
県
で
は
昨
年
度
か
ら

「
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
」「
介

護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
」「
介
護
支

援
専
門
員
更
新
研
修
（
実
務
経
験
者
向

け
）」「
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
」

を
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
主
任
介
護
支
援
専
門
員

更
新
研
修
」
が
新
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

（※

セ
ン
タ
ー
だ
よ
りvol.58

に
掲
載

済
み
で
す
。）

　
本
年
度
か
ら
「
介
護
支
援
専
門
員
更

新
研
修
（
実
務
未
経
験
者
向
け
）」「
介

護
支
援
専
門
員
再
研
修
」
を
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
開
催
し
ま
す
。

《
変
更
点
》

●
研
修
日
数
　
７
日
間
（
44
時
間
以
上

＋
実
習
）↓
11
日
間
（
54
時
間
以

上
）。
但
し
、
従
来
行
っ
て
い
ま
し

た
「
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
技

術
に
関
す
る
実
習
」
は
無
く
な
り
ま

し
た
。

●
専
門
職
と
し
て
修
得
す
べ
き
知
識
・

技
術
を
確
認
す
る
た
め
、
研
修
の
修

了
時
に
修
了
評
価
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
、
大
分
県
で
は
「
研
修
記
録

シ
ー
ト
」
を
活
用
（
実
施
）
し
ま
す
。

《
よ
く
あ
る
質
問
》

介
護
支
援
専
門
員
証
の
有
効
期

間
内
に
研
修
が
受
講
で
き
な

か
っ
た
場
合
（
修
了
で
き
な
か
っ
た
場

合
）
は
、
ど
う
な
り
ま
す
か
？

有
効
期
間
内
に
修
了
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
更
新
が
で
き

ま
せ
ん
。「
再
研
修
」
を
受
講
し
て
介

護
支
援
専
門
員
証
の
交
付
を
受
け
る
ま

で
、
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
実
務

（
業
務
）に
就
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
再
研
修
の
開
催
時
期
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
実
務
に
就
く

こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

介
護
支
援
専
門
員
証
の
有
効
期

間
が
満
了
し
て
い
ま
す
。
試
験

を
受
け
な
お
す
必
要
が
あ
り
ま
す
か
？

試
験
を
受
け
な
お
す
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
介
護
支
援
専
門
員

と
し
て
の
登
録
は
継
続
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
実

務
（
業
務
）
に
は
就
け
ま
せ
ん
。「
再

研
修
」
を
受
講
し
、「
介
護
支
援
専
門

員
証
」
の
交
付
申
請
を
行
い
、
交
付
を

受
け
た
後
、
実
務
（
業
務
）
に
就
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

☎（097）558－7788
　　　　　　　 （秘密厳守・相談無料）

高齢者の生活全般についてのご相談は…

介
護
は
一
人
で
抱
え
な
い

　今
回
は
在
宅
ま
た
は
遠
距
離
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
に
向
け
て
ひ
と

り
で
抱
え
込
ま
な
い
た
め
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

（
２
０
１
７
年
版『
く
ら
し
の
豆
知
識
』国
民
健
康
セ
ン
タ
ー
発
行
よ
り
）

Q1A1Q2A2

　
介
護
の
た
め
に
離
職
を
し
て
う
つ
状

態
に
な
っ
た
り
、
家
事
や
介
護
に
不
慣

れ
な
男
性
が
親
の
介
護
を
完
璧
に
こ

な
そ
う
と
し
て
疲
弊
し
、
悲
惨
な
事

件
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
介
護
を
継
続
す
る
に
は

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
利
用
可
能
な

サ
ー
ビ
ス
は
で
き
る
だ
け
活
用
す
る

心
が
け
が
大
切
で
す
。

　
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、
ま
ず
市

区
町
村
の
介
護
保
険
担
当
課
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
介
護
保

険
制
度
の
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
社
会

福
祉
士
な
ど
の
専
門
職
員
が
相
談
に

応
じ
て
く
れ
ま
す
。

　介
護
者
を
支
え
る

　様
々
な
サ
ー
ビ
ス

　
介
護
保
険
制
度
で
は
、
要
介
護
認

定
を
受
け
た
場
合
、
専
門
職
員
が
家

庭
を
訪
問
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
、
日
中

の
一
定
時
間
介
護
施
設
に
通
う
サ
ー

ビ
ス
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
市
区

町
村
が
独
自
に
行
う
サ
ー
ビ
ス
も
役

立
ち
ま
す
。
例
え
ば
、
介
護
認
定
の

重
い
人
や
、
一
人
暮
ら
し
・
高
齢
者

の
み
の
世
帯
向
け
に
、
寝
具
の
乾
燥
・

消
毒
や
、
訪
問
理
美
容
、
配
食
、
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
提
供
し
て
い

る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。

　
各
地
域
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
対
象
外
の

頼
み
ご
と
が
あ
る
と
き
な
ど
は
、
民

間
会
社
の
家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス
や
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
行
う
支
え
合
い
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、
柔
軟
に

対
応
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー※

１
も
、
日
常
の
困
り
ご
と
を
比

較
的
安
価
で
請
け
負
っ
て
く
れ
ま
す
。

※

１
高
齢
者
が
働
く
こ
と
を
通
じ
て
生
き
が
い

を
得
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に

貢
献
す
る
組
織

　遠
距
離
介
護
で
の

　見
守
り
方
法

　
仕
事
や
家
庭
の
事
情
で
高
齢
者
と

離
れ
て
く
ら
す
人
向
け
に
、
遠
距
離

介
護
を
支
援
す
る
様
々
な
民
間
の

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
宅
の
電
気
湯
沸
か
し
ポ
ッ
ト

や
ガ
ス
の
利
用
状
況
に
よ
っ
て
安
否
を

確
認
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
、航
空
会
社
が

提
供
す
る
介
護
帰
省
割
引
は
頼
り
に
な

り
ま
す
。近
年
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

テ
レ
ビ
通
話
を
遠
距
離
介
護
に
活
用
し

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　仲
間
と
話
し
ス
ト
レ
ス
を

　軽
減

　
介
護
を
し
て
い
て
社
会
的
、
精
神

的
に
孤
立
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。
介
護
で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た

と
き
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
病

院
、
地
域
住
民
が
運
営
す
る
介
護
者

家
族
の
会
に
参
加
す
る
の
も
よ
い
で

し
ょ
う
。
同
じ
体
験
を
も
つ
仲
間
と
情

報
交
換
を
す
る
こ
と
で
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑧⑨
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平成29年度　研修日程一覧表 10月～3月（予定）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

認知症介護実践者研修３組①/⑦

介護支援専門員更新（再）研修１組⑤/⑪
社会福祉士養成講座　⑦/⑪

（体育の日）

介護技術教室（排泄の仕組み・トイレ介助）
認知症介護実践者研修３組②/⑦
介護保険所トップセミナー1組

美術・陶芸クリスマスリース作り教室（認知症予防教室）
介護保険所トップセミナー1組
介護支援専門員専門（更新）研修課程Ⅱ2組②/⑤
社会福祉士養成講座　⑧/⑪

介護支援専門員更新（再）研修１組⑧/⑪
介護支援専門員専門（更新）研修課程Ⅰ2組⑨/⑨

介護支援専門員更新（再）研修１組⑦/⑪

介護支援専門員専門（更新）研修課程Ⅱ3組③/⑤
社会福祉法人理事（長）研修会

介護支援専門員専門（更新）研修課程Ⅱ1組③/⑤
社会福祉士養成講座　⑨/⑪

太極拳・気功体験教室（介護予防教室）　栄養教室（介護
予防教室）　放課後児童支援員認定資格研修１組②/④

放課後児童支援員認定資格研修１組①/④
介護職員現任者研修（基礎）通所②/②

介護技術教室（着替えの介助・オムツのあて方）　介護職員現
任者研修（基礎）通所①/②　認知症介護実践者研修３組④/⑦

介護技術講師養成研修⑦/⑪
認知症介護実践者研修３組③/⑦

社会福祉士養成講座　⑩/⑪
介護支援専門員更新（再）研修１組⑥/⑪

簡単一品料理（認知症予防教室）
介護支援専門員専門（更新）研修課程Ⅱ3組①/⑤

介護技術教室（入浴・清拭・足浴の介助）　第２回福祉用
具・介護ロボット等研修　認知症介護実践者研修３組⑤/⑦

認知症サポーター養成講座

介護支援専門員実務研修実習指導者養成
研修会２組
介護支援専門員専門（更新）研修課程Ⅱ2組
③/⑤
社会福祉士養成講座　⑪/⑪（模擬試験）
介護支援専門員専門（更新）研修課程Ⅱ3組②/⑤

介護技術教室（救急の基礎）
認知症介護実践者研修３組⑥/⑦

アロママッサージ・フットマッサージ（テーマ別教室）
高齢者福祉施設相談職員研修会

介護支援専門員専門（更新）研修課程Ⅱ1組④/⑤
介護技術講師養成研修⑧/⑪
認知症介護実践者研修２組⑦/⑦

平成２9年１０月
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水
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金
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水

木

金

土
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火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

（文化の日）

介護支援専門員更新（再）研修１組⑨/⑪

介護支援専門員更新（再）研修１組⑩/⑪

介護技術教室（高齢者疑似体験・車いすの
使い方）

サービス計画担当者研修（応用）通所③/④
放課後児童支援員認定資格研修１組③/④
園芸療法・テラリウムづくり（認知症予防教室）　放課後児童支援員
認定資格研修１組④/④　市町村社会福祉協議会事務担当職員研修

認知症サポーター養成講座
介護支援専門員専門（更新）研修課程Ⅱ2組④/⑤

認知症介護実践リーダー研修②/⑩

ヨガ体験教室（テーマ別）
認知症介護実践リーダー研修①/⑩

馬場拓也氏講演会「感動する介護」（公開介護教室）
センターまつり＆げんきフェア

認知症介護実践リーダー研修③/⑩

介護支援専門員専門（更新）研修課程Ⅱ1組⑤/⑤
介護技術講師養成研修⑨/⑪

介護職員現任者研修（基礎）訪問①/②
介護支援専門員専門（更新）研修課程Ⅱ3組④/⑤
介護職員現任者研修（基礎）訪問②/②
認知症介護実践リーダー研修④/⑩
介護支援専門員更新（再）研修１組⑪/⑪

介護支援専門員専門（更新）研修課程Ⅱ2組
⑤/⑤

介護技術教室（寝返り・起き上がり・立ち上がりの介助）
社会福祉施設等介護職員中堅研修
サービス計画担当者研修（応用）訪問③/④
社会福祉施設長研修会
（勤労感謝の日）

相談支援従事者現任研修①/③

介護支援専門員専門（更新）研修課程Ⅱ3組④/⑤
リフトリーダー養成研修②/②

介護技術講師養成研修⑩/⑪
認知症介護実践者研修３組⑦/⑦
認知症介護実践リーダー研修⑤/⑩

Let's レクリエーション（認知症予防教室）
放課後児童支援員認定資格研修２組①/④

平成２9年１１月
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金
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金
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金
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日

月

火

水

木
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日

月

火

水

木

金

土

日

放課後児童支援員認定資格研修２組②/④

介護支援専門員更新（再）研修２組②/⑪

介護技術教室（移乗の方法・福祉用具の活用）
認知症介護実践リーダー研修⑥/⑩
介護職員現任者研修（応用）通所①/③
介護支援専門員更新（再）研修２組③/⑪
介護技術講師養成研修⑪/⑪　介護職員現任者研修（応
用）通所②/③　放課後児童支援員認定資格研修2組③/④
美術・立体造形教室（認知症予防教室）
放課後児童支援員認定資格研修2組④/④
認知症サポーター養成講座
第2回相談業務担当職員研修会
介護支援専門員更新（再）研修２組④/⑪

小規模多機能型サービス等計画作成担当
者研修①/②
おくすり教室（介護予防教室）
小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修②/②
介護職員現任者研修（応用）訪問①/③
認知症介護実践リーダー研修⑦/⑩
介護職員現任者研修（応用）訪問②/③
認知症介護実践リーダー研修⑧/⑩
相談支援従事者現任研修②/③

相談支援従事者現任研修③/③

理学療法士が勧める！運動習慣作り（介護予防教室）
介護支援専門員更新（再）研修２組⑤/⑪

介護技術教室（食事の介助・低栄養予防・手
洗い）

介護支援専門員更新（再）研修２組⑥/⑪
（天皇誕生日）
介護支援専門員更新（再）研修２組⑦/⑪

フラワーアレンジ（認知症予防教室）

（年末休暇）

（年末休暇）

（年末休暇）

平成２9年１２月

※日程は、講師等の都合により変更することがあります。
※赤い欄は休館日です。
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金
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金
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火

水

木

金

土

日

月

火

水

元旦（年始休暇）

（年始休暇）

（年始休暇）

介護支援専門員更新（再）研修２組⑧/⑪

（成人の日）

認知症対応型サービス事業管理者研修①
/③
折り紙教室（認知症予防教室）
認知症対応型サービス事業管理者研修②/③

健口教室（介護予防教室）

介護技術教室（排泄の仕組み・トイレ介助）
認知症介護実践リーダー研修⑨/⑩
認知症サポーター養成講座　認知症対応型サービス
事業管理者研修③/③　介護技術講師継続研修①/③

太極拳・気功体験教室（介護予防教室）

サービス計画（応用）④/④・現任者研修（応
用）③/③通所

介護支援専門員更新（再）研修２組⑨/⑪

サービス計画（応用）④/④・現任者研修
（応用）③/③訪問

認知症予防トレーニング（認知症予防教室）
障がい児（者）施設等職員研修会・市町村障がい福祉担当職員研修会
アロママッサージ・ヘッドマッサージ（テーマ別教室）
障がい児（者）施設等職員研修会
介護支援専門員更新（再）研修２組⑩/⑪
介護技術講師継続研修②/③

介護技術教室（着替えの介助・オムツのあ
て方）

平成30年1月
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木

金
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月

火

水

看取りを知る教室（テーマ別教室）
介護職 再就職支援講習会①/④

介護ロボット普及啓発セミナー

介護技術教室（入浴・清拭・足浴の介助）

認知症サポーター養成講座

栄養教室（介護予防教室）　介護職 再就職支援講習
会②/④　介護支援専門員更新（再）研修２組⑪/⑪

２０１８春 福祉のしごと就職フェア

田辺有理子氏講演会「アンガーマネジメントのすすめ」（公開介護教室）
（建国記念の日）
（振替休日）

介護職 再就職支援講習会③/④

フレイル予防のススメ（介護予防教室）
介護職 再就職支援講習会④/④
介護技術講師継続研修③/③

介護技術教室（救急の基礎）

認知症介護実践リーダー研修⑩/⑩

平成30年２月
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認知症サポーター養成講座

（春分の日）

平成30年３月

介護支援専門員更新（再）研修２組①/⑪
リフトリーダー養成研修①/②



福利厚生センター（ソウェルクラブ）は、社会福祉の職場を魅力あるものとするために、社会福祉事業に従事する方々の
福利厚生の増進を図ることを目的に、厚生労働大臣から指定された全国で唯一の社会福祉法人です。
福利厚生事業を全国規模で共同化することにより、規模のメリットを活かした多種多様なサービスを提供しています。

●会員特別料金
　１泊２食付
　7,900～14,500円

ソウェルクラブ  提携施設のご案内
会 員 証 の 提 示 で 特 典 が 受 けられます！！

所在地：久住高原

久住高原コテージ

※詳しい料金についてはお問合わせください。

TEL 0974-64-3111
大分県久住高原820「天空の丘」

●会員特別料金
　2名1室
　（平日1泊2食付）

所在地：別府市

ホテル芙蓉倶楽部

※事前予約が必要です。
※詳しい料金についてはお問合わせください。

TEL 0977-26-7711
別府市堀田7-1

●会員特別料金
　電源付きサイト：5,４00円
　電源無しサイト：４,320円

所在地：久住高原

久住高原オートビレッジ

※温泉入浴料が別途必要です。当日、会員証が必要です。

TEL 0974-64-3111
大分県久住高原820「天空の丘」

●会員特別料金
　（素泊まり）
　シングル 1部屋 6,630円
　ツイン 1部屋 11,964円

所在地：別府市

ホテルサンバリーアネックス

TEL 0977-26-6555
大分県別府市石垣東10-1-20

所在地：由布市

由布院温泉 お宿 有楽

※事前予約が必要です。
※詳しい料金についてはお問合わせください。

TEL 0977-28-2700
大分県由布市湯布院町川上2868-5

●会員特別料金
　宿泊料金（18,000円～）より
　　　　　　2,500円引き

所在地：中津市

八面山金色温泉 お宿 こがね山荘

TEL 0979-26-8066
大分県中津市三光田口字金色584-1

●会員特典
　★宿泊予約のお客様に
　　　ソフトドリンクをサービス
　★温泉館 大人料金 100円引き

所在地：杵築市

住吉浜リゾートパーク

※事前予約が必要です。

TEL 0978-63-9116
大分県杵築市守江1165-2

●会員特別料金
　宿泊料金（1泊2食付）より
　　　　　　10%引き

所在地：別府市

ホテル別府パストラル

※入湯税150円が別途必要です。

TEL 0977-23-4201
大分県別府市東荘園町1丁目4

●会員特別料金
　4名1室（平日1泊2食付）
　　　　　　１人 9,720円～

所在地：竹田市

レゾネイトクラブくじゅう

※温泉入浴料が別途必要です。

TEL 0974-76-1223
大分県竹田市久住町大字有氏1773

●会員特別料金
　3～4名1室（1泊2食付）
　　　　　　１人 12,420円～

１人10,800円～

わ
ら
し
べ
長
者

　
む
か
し
、
む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に

正
直
者
で
す
が
、
運
の
悪
い
男
が
住
ん

で
い
ま
し
た
。
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、
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わ
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縛
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し
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が
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。

　
観
音
様
に
言
わ
れ
た
通
り
に
し
た
こ

と
で
、
男
は
不
自
由
な
く
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
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男
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生
涯
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わ
ら

一
本
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末
に
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と
は
あ
り
ま
せ
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で
し
た
。
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● 加入のお申し込み・お問い合わせ先
社会福祉法人　福利厚生センター
TEL:0120-292-711　http://www.sowel.or.jp
大分県社会福祉介護研修センター
TEL:097-552-6888
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2017

秋

「おひとりさまの最期」
  「脳活性化リハビリテーション５原則」
介護・健康教室の一コマ
平成29年度下半期　講演会のご案内
複数事業所連携研修事業
福祉人材確保に対する
　大分県福祉人材センターの取り組み

認知症介護実践リーダー研修
介護支援専門員更新研修
　（実務未経験者向け）・再研修の見直し

介護は一人で抱えない

・公開介護教室「おひとりさまの最期」
  「脳活性化リハビリテーション５原則」
・介護・健康教室の一コマ
・平成29年度下半期　講演会のご案内
・複数事業所連携研修事業
・福祉人材確保に対する
　大分県福祉人材センターの取り組み
・福祉用具情報
　ノーリフティングケアで腰痛と拘縮を予防 
・認知症介護実践リーダー研修
・介護支援専門員更新研修
　（実務未経験者向け）・再研修の見直し
・相談員の豆知識－介護は一人で抱えない－
・平成29年度　研修日程一覧表（10月～ 3月）


